
䛂ཎᏊຊሗ㐨䜢⪃䛘䜛䛃ሗ䛾せ䝔䞊䝬㻌

㻌

␒ྕ㻌 ᪥㻌 䛺䝔䞊䝬㻌

㻝㻌 ᖹᡂ㻥ᖺ㻝㻜᭶㻝㻢᪥㻌 グ䛾ᇶ‽䚸ື⇞ᮾᾏ䜰䝇䝣䜯䝹䝖ᅛタⅆ⅏⇿Ⓨᨾ䚸㮵ඣᓥ┴⸃ᦶᆅ༊ᆅ㟈䛸ᕝෆཎ

ᏊຊⓎ㟁ᡤ䚸ᩍ⫱䝔䝺䝡䛂䝏䜵䝹䝜䝤䜲䝸ཎⓎ䚸㞃䛥䜜䛯┿ᐇ䛃㻌

㻞㻌 ᖹᡂ㻥ᖺ㻝㻞᭶㻞㻣᪥㻌 ᆅ⌫ ᬮ㜵Ṇி㒔㆟䛻䛚䛡䜛ཎᏊຊⓎ㟁䛾ሗ㐨㻌

㻟㻌 ᖹᡂ㻝㻜ᖺ㻟᭶㻠᪥㻌 䛂㧗䝺䝧䝹ᨺᑕᛶᗫᲠ≀ฎศ᠓ㄯ䛃ពぢ䜢䜑䛠䜛ሗ㐨㻌

㻠㻌 ᖹᡂ㻝㻜ᖺ㻡᭶㻝㻤᪥㻌 䠪䠤䠧䛂ᆅ⌫ἲᘐ䛃䚸⥲ྜ䝔䝺䝡䛂䝙䝳䞊䝇䠕䛃䛷䛾䝇䜶䞊䝕䞁䛾ཎⓎᗫṆၥ㢟䚸ᩍ⫱䝔䝺䝡䛂ཎᏊ⅔

ゎయ䛃㻌

㻡㻌 ᖹᡂ㻝㻜ᖺ㻣᭶㻢᪥㻌 ᾏ㐨᪂⪺㐨༡∧䛾㛫ཎⓎ䚸ᾏ㐨᪂⪺♫ㄝ䛂䝥䝹䝃䞊䝬䝹䛿㆟ㄽ䛜㊊䛰䛃䚸༡᪥ᮏ᪂⪺

䛂༡㢼㘓䛃㻌

㻢㻌 ᖹᡂ㻝㻜ᖺ㻥᭶㻞㻞᪥㻌 䠪䠤䠧⾨ᫍᨺ㏦䞉ᆅ⌫ἲᘐ䛂ཎᏊຊ䜶䝛䝹䜼䞊䛾ᮍ᮶䛃㻌

㻣㻌 ᖹᡂ㻝㻜ᖺ㻝㻝᭶㻞㻡᪥㻌 ᰾⇞ᩱ㍺㏦ᐜჾ᳨ᰝ䝕䞊䝍ᨵ䛦䜣䜢䜑䛠䜛ሗ㐨㻌

㻤㻌 ᖹᡂ㻝㻝ᖺ㻟᭶㻝㻝᪥㻌 䛂♫ㄝ䛃䠖ᾏ㐨᪂⪺䛂ኴ㝧䜔㢼䛾ຊ䛻䜒㢗䜚䛯䛔䛃䚸䛂ཎⓎᘏ䛃䜋䛛㻌

㻥㻌 ᖹᡂ㻝㻝ᖺ㻡᭶㻝㻡᪥㻌 ୕⳻䝬䝔䝸䜰䝹⥲ྜ◊✲ᡤᨺᑕ⬟ởᰁ䚸⚟ᓥ➨୍ཎⓎ䠏ྕᶵసᴗဨ⿕᭚䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻝㻜㻌 ᖹᡂ㻝㻝ᖺ㻣᭶㻝㻠᪥㻌 ⚟┴䠩䠫䠴⇞ᩱཷ䛡ධ䜜䚸୰ᅜ⛙ᒣཎᏊຊⓎ㟁ᡤᨾ㞀䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻝㻝㻌 ᖹᡂ㻝㻝ᖺ㻝㻜᭶㻞㻤᪥㻌 䠦䠟䠫⮫⏺ᨾ䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻝㻞㻌 ᖹᡂ㻝㻝ᖺ㻝㻞᭶㻝㻡᪥㻌 䠦䠟䠫⮫⏺ᨾ䛾㢼ホሗ㐨䚸䝔䝺ᮅ䝙䝳䞊䝇䝇䝔䞊䝅䝵䞁䠖䝗䜲䝒䚸䝇䜶䞊䝕䞁䛾䜶䝛䝹䜼䞊㻌

㻝㻟㻌 ᖹᡂ㻝㻞᭶㻞᭶㻝㻢᪥㻌 䠦䠟䠫⮫⏺ᨾㄪᰝጤဨሗ࿌᭩㻌

㻝㻠㻌 ᖹᡂ㻝㻞ᖺ㻠᭶㻞㻝᪥㻌 㛵す㟁ຊ⨾ཎⓎ䠏ྕᶵᘓタᕤ⏕䝁䞁䜽䝸䞊䝖Ỉቑ䛧ሗ㐨㻌

㻝㻡㻌 ᖹᡂ㻝㻞ᖺ㻣᭶㻞㻠᪥㻌 䝗䜲䝒⬺ཎⓎᨻ⟇䜢䜑䛠䜛ሗ㐨㻌

㻝㻢㻌 ᖹᡂ㻝㻞ᖺ㻝㻜᭶㻞㻜᪥㻌 䠦䠟䠫ᨾ䠍ᖺ≉㞟ሗ㐨䚸䝍䜲ᨺᑕ⥺⿕᭚ᨾ㻌

㻝㻣㻌 ᖹᡂ㻝㻟ᖺ㻝᭶㻝㻣᪥㻌 ఀ᪉ཎⓎッゴᯇᒣᆅุỴሗ㐨䚸䠦䠪䠟䛻䜘䜛ẖ᪥᪂⪺䜈䛾ᢠ㆟ෆᐜ㻌

㻝㻤㻌 ᖹᡂ㻝㻟ᖺ㻢᭶㻞㻜᪥㻌 ᪂₲┴ส⩚ᮧ䛻䛚䛡䜛ఫẸᢞ⚊䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻝㻥㻌 ᖹᡂ㻝㻟ᖺ㻝㻞᭶㻞㻞᪥㻌 ཎᏊຊタ䛾ゎయ᧔ཤ䛸ᗫᲠ≀ฎศ䛾䝁䝇䝖䚸୕㔜┴ᾏᒣ⏫ఫẸᢞ⚊⤖ᯝ䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻞㻜㻌 ᖹᡂ㻝㻠ᖺ㻠᭶㻞㻢᪥㻌 ཎᏊຊタ䛾ゎయ᧔ཤ䛸ᗫᲠ≀ฎศ䛾䝁䝇䝖䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻞㻝㻌 ᖹᡂ㻝㻠ᖺ㻢᭶㻝㻠᪥㻌 䝬䝇䝯䝕䜱䜰䛻䜘䜛ឤⓗ䝸䝇䜽䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻞㻞㻌 ᖹᡂ㻝㻠ᖺ㻝㻜᭶㻞㻝᪥㻌 ᮾி㟁ຊ䛾⮬Ⅼ᳨グ㘓䜢䜑䛠䜛ṇ䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻞㻟㻌 ᖹᡂ㻝㻡ᖺ㻟᭶㻝㻢᪥㻌 㧗㏿ቑṪ⅔䛂䜒䜣䛨䜕䛃䛻ᑐ䛩䜛ྡྂᒇ㧗㔠ἑᨭ㒊䛾᥍ッᑂุỴሗ㐨㻌

㻞㻠㻌 ᖹᡂ㻝㻢ᖺ㻟᭶㻞㻡᪥㻌 ᭱㏆䛾᪂⪺ሗ㐨䛸♫ⓗᙳ㡪㻌

㻞㻡㻌 ᖹᡂ㻝㻢ᖺ㻣᭶㻝㻞᪥㻌 ᰾⇞ᩱ䝃䜲䜽䝹䝁䝇䝖䜢䜑䛠䜛ሗ㐨㻌

㻞㻢㻌 ᖹᡂ㻝㻣ᖺ㻝᭶㻞㻢᪥㻌 ฎ⌮ᕤሙ䛾㐠㌿䛻㛵䛩䜛䝔䝺䝡ሗ㐨䠄ᨺฟᨺᑕ⬟୪䜃䛻㢼ホ⿕ᐖ䠅䚸ᮾᾏᆅ㟈䛻㛵䛩䜛ᮧ⏣ග

ᖹඖ䛾ᙇ㻌

㻞㻣㻌 ᖹᡂ㻝㻣ᖺ㻢᭶㻝㻣᪥㻌 㧗㏿ቑṪ⅔䛂䜒䜣䛨䜕䛃䛻ᑐ䛩䜛᭱㧗ุᡤ䛾ุỴ䛾ሗ㐨㻌

㻞㻤㻌 ᖹᡂ㻝㻣ᖺ㻝㻜᭶㻞㻝᪥㻌 ᅜ㐃ሗ࿌䛂䝏䜵䝹䝜䝤䜲䝸䛾㑇⏘䛃䜢䜑䛠䜛ሗ㐨㻌

㻞㻥㻌 ᖹᡂ㻝㻤ᖺ㻡᭶㻝㻥᪥㻌 䝏䜵䝹䝜䝤䜲䝸ᨾ䠎䠌ᖺ䜢㏄䛘䛯᪂⪺䞉䝔䝺䝡䛾ሗ㐨㻌

㻟㻜㻌 ᖹᡂ㻝㻤ᖺ㻝㻜᭶㻝㻢᪥㻌 ୡ⏺䛾ཎᏊຊά䜢䜑䛠䜛ሗ㐨㻌



㻟㻝㻌 ᖹᡂ㻝㻤ᖺ㻝㻞᭶㻝㻤᪥㻌 ᪥ᮏ䛾᰾Ṋㄽ䚸ཎⓎ䛸ά᩿ᒙ䚸㧗䝺䝧䝹ᨺᑕᛶᗫᲠ≀ฎศሙㄏ⮴䠄వ࿋⏫䠅䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻟㻞㻌 ᖹᡂ㻝㻥ᖺ㻝᭶㻝㻡᪥㻌 㧗䝺䝧䝹ᨺᑕᛶᗫᲠ≀ฎศሙㄏ⮴䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻟㻟㻌 ᖹᡂ㻝㻥ᖺ㻠᭶㻝㻢᪥㻌 ཎᏊຊᏳ䞉ಖᏳ㝔䛻ᑐ䛩䜛㟁ຊྛ♫䛾ᨾㄪᰝ⤖ᯝሗ࿌㻌

㻟㻠㻌 ᖹᡂ㻝㻥ᖺ㻣᭶㻞㻟᪥㻌 ᭱㏆䛾䝔䝺䝡䝙䝳䞊䝇䛾ፗᴦ䚸ᅜ㝿ᨾホ౯ᑻᗘ䛾ྲྀ䜚ୖ䛢᪉㻌

㻟㻡㻌 ᖹᡂ㻝㻥ᖺ㻤᭶㻞㻜᪥㻌 ୰㉺Ἀᆅ㟈䛻䜘䜛ᮾ㟁᯽ᓮཎⓎ䛾⿕⅏ሗ㐨㻌

㻟㻢㻌 ᖹᡂ㻞㻜ᖺ㻟᭶㻝㻣᪥㻌 ཎᏊຊⓎ㟁ᡤ䛾⪏㟈Ᏻᛶ䞉ಙ㢗ᛶ䛻㛵䛩䜛ᅜ㝿䝅䞁䝫䝆䜴䝮㻌

㻟㻣㻌 ᖹᡂ㻞㻜ᖺ㻠᭶㻝㻤᪥㻌 䛂ཎᏊຊⓑ᭩䛃䛻㛵䛩䜛ሗ㐨䡚䛂ཎᏊຊⓑ᭩䛃䛾ッ䛘䜛䜉䛝䛣䛸䡚㻌

㻟㻤㻌 ᖹᡂ㻞㻜ᖺ㻥᭶㻝㻢᪥㻌 ᆅ⌫ ᬮၥ㢟䛸ཎᏊຊ䛾ᙺ䡚Ὕ√†䝃䝭䝑䝖䜢⤊䛘䛶䡚㻌

㻟㻥㻌 ᖹᡂ㻞㻝ᖺ㻞᭶㻞㻜᪥㻌 䠪䠤䠧䛂㻿㻭㼂㻱㻌㻌㼀㻴㻱㻌 㻲㼁㼀㼁㻾㻱䡚䜘䛖䛣䛭పⅣ⣲♫䜈䛃㻌

㻠㻜㻌 ᖹᡂ㻞㻝㻌ᖺ㻢㻌᭶㻝㻤᪥㻌 䝔䝺䝡ᮅ᪥䞉䝇䞊䝟䞊䝰䞊䝙䞁䜾䛂䝙䝑䝫䞁䛾㟁ຊ䜶䝛䝹䜼䞊⮬⤥⋡䛾ᮍ᮶䛃䚸ឡ᪂⪺♫ㄝ䛂䛭䜣

䛺䛻⏑䛟䛺䛔䛮䠄㢼ຊⓎ㟁䠅䛃㻌

㻠㻝㻌 ᖹᡂ㻞㻝ᖺ㻣᭶㻝㻣᪥㻌 䝥䝹䝃䞊䝬䝹䛾Ᏻᛶ䠄ឡ䠅㻌

㻠㻞㻌 ᖹᡂ㻞㻝ᖺ㻝㻜᭶㻝㻢᪥㻌 ኴ㝧ගⓎ㟁䛾ᑟධ䛻㛵䛩䜛ሗ㐨㻌

㻠㻟㻌 ᖹᡂ㻞㻞ᖺ㻞᭶㻡᪥㻌 ཎᏊຊⓎ㟁䛾ᅜ㝿ၟᡓ䜢ᕠ䜛ሗ㐨䠄㡑ᅜ㼁㻭㻱ཷὀ䛸᪥ᮏ䛾ᑐᛂ䠅㻌

㻠㻠㻌 ᖹᡂ㻞㻞ᖺ㻣᭶㻥᪥㻌 䠰䠞䠯ሗ㐨≉㞟䛂䜴䝷䞁ṧᅵ䜜䜣䛜ຍᕤ䛃ሗ㐨䚸ཎᏊຊᏳ䞉ಖᏳ㝔䛂ཎⓎホ౯䛃ሗ㐨㻌

㻠㻡㻌 ᖹᡂ㻞㻞ᖺ㻝㻞᭶㻝㻜᪥㻌 ᪥༳ཎᏊຊ༠ᐃ΅䛻㛵䛩䜛ሗ㐨䠄㛗ᓮ䚸ᮅ᪥䠅䚸ᚿ㈡ཎⓎ㐠㌿ᕪ䛧Ṇ䜑ッゴ᭱㧗ุỴሗ

㐨䠄ᅜ䠅䚸⋞ᾏཎⓎ䝥䝹䝃䞊䝬䝹䛻㛵䛩䜛ሗ㐨䠄す᪥ᮏ䠅㻌

ᮍ㻌 ᖹᡂ㻞㻟ᖺ㻟᭶㻝㻠᪥㻌 䜺䝷䝟䝂䝇䛧䛶䛔䜛᪥ᮏ䛾ཎᏊຊᏳつไ㻌

㻠㻢㻌 ᖹᡂ㻞㻟ᖺ㻡᭶㻞㻜᪥㻌 ⚟ᓥཎⓎᨾᚋ䛾᪂⪺䞉䝔䝺䝡ୡㄽㄪᰝ⤖ᯝ㻌

㻠㻣㻌 ᖹᡂ㻞㻟ᖺ㻣᭶㻝㻡᪥㻌 ୡㄽㄪᰝ䛭䛾ᚋ䛸Ⳣᨻᶒ䛾ཎᏊຊᨻ⟇㻌

㻠㻤㻌 ᖹᡂ㻞㻠ᖺ㻞᭶㻤᪥㻌 ᨻᗓᨾㄪᰝ䞉᳨ドጤဨ୰㛫ሗ࿌㻌

㻠㻥㻌 ᖹᡂ㻞㻠ᖺ㻡᭶㻝㻤᪥㻌 ᨺᑕ⥺ᙳ㡪䛻㛵䛩䜛᪂⪺ሗ㐨㻌

㻡㻜㻌 ᖹᡂ㻞㻠ᖺ㻣᭶㻞㻜᪥㻌 䝫䝢䝳䝸䝈䝮ሗ㐨䛾ᘏ䚸㣤ཎⓎ✌ື䜢ᕠ䛳䛶㻌

㻡㻝㻌 ᖹᡂ㻞㻠ᖺ㻝㻜᭶㻞㻜᪥㻌 䛂㠉᪂ⓗ䜶䝛䝹䜼䞊䞉⎔ቃᡓ␎䛃䜢ᕠ䜛ሗ㐨䚸䛂ཎⓎ䝊䝻䛃ㄽ䜈䛾ᢈุ㻌

㻡㻞㻌 ᖹᡂ㻞㻡ᖺ㻞᭶㻝㻡᪥㻌 㟁Ẽ᪂⪺䛂ཎⓎሗ㐨䛸බඹᨺ㏦䛾㈐௵䛃䚸ᅜ㐃䛾ᨺᑕ⥺ᙳ㡪䛻㛵䛩䜛⛉Ꮫጤဨ䛾⚟ᓥཎⓎ

ᨾ䛻䜘䜛ప䝺䝧䝹ᨺᑕ⥺ᙳ㡪㻌

㻡㻟㻌 ᖹᡂ㻞㻡ᖺ㻟᭶㻝㻢᪥㻌 ⚟ᓥཎⓎᨾ䛻䜘䜛㢼ホ⿕ᐖ䚸ᮅ᪥᪂⪺ୡㄽㄪᰝ⤖ᯝሗ㐨㻌

㻡㻠㻌 ᖹᡂ㻞㻡ᖺ㻣᭶㻝㻢᪥㻌 䝬䝇䝁䝭䛾ᙺ䚸᪥ᮏ䝔䝺䝡䛂㼚㼑㼣㼟㻌㼑㼢㼑㼞㼥䛃䚸⋞ౡ᐀ஂ䛥䜣䜲䞁䝍䝡䝳䞊㻌

㻡㻡㻌 ᖹᡂ㻞㻡ᖺ㻥᭶㻞㻠᪥㻌 ཎᏊຊつไጤဨ䛾䛒䜚᪉䚸⡿ᡓ␎ၥ㢟ᅜ㝿◊✲ᡤ䠄㻯㻿㻵㻿䠅䝝䝺䝮ᡤ㛗䜲䞁䝍䝡䝳䞊䚸๓◊୍䞉

ᮾ㟁ཎᏊຊᨵ㠉┘どጤဨ䛾ᡤぢ㻌

㻡㻢㻌 ᖹᡂ㻞㻡ᖺ㻝㻝᭶㻞㻜᪥㻌 ᨺᑕ⥺ᇶ‽䛂㻝䟏䝅䞊䝧䝹䝖䛃䛾ቨ㻌

㻡㻣㻌 ᖹᡂ㻞㻢ᖺ㻡᭶㻞㻞᪥㻌 䜶䝛䝹䜼䞊ᇶᮏィ⏬㛶㆟Ỵᐃ㻌

㻡㻤㻌 ᖹᡂ㻞㻢ᖺ㻝㻜᭶㻞㻟᪥㻌 ᮅ᪥᪂⪺䛂ྜྷ⏣ㄪ᭩䛃ㄗሗၥ㢟㻌

㻡㻥㻌 ᖹᡂ㻞㻣ᖺ㻥᭶㻞㻡᪥㻌 䝸䝇䜽ᢪ䛘ཎⓎᅇᖐ㻌
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 第 41 報  ／３ｐ 

  

 

前 略  

 原 子 力 発 電 に Ｍ Ｏ Ｘ 燃 料 を 使 う プ ル サ ー マ ル が 始 ま ろ う

と し て い ま す 。九 州 電 力 玄 海 原 子 力 発 電 所 を 皮 切 り に 四 国 電

力 伊 方 発 電 所 、中 部 電 力 浜 岡 原 子 力 発 電 所 が 準 備 を 進 め て い

ま す 。 プ ル サ ー マ ル で は 「 制 御 棒 の 効 き が 悪 い か ら 不 安 だ 」

と い う 表 現 が メ デ ィ ア の 報 道 で み ら れ ま す 。「 原 子 力 報 道 を

考 え る 会 」 の 第 ４ １ 報 で は こ の こ と を 取 り 上 げ ま し た 。 ご 参

考 に し て い た だ け れ ば 幸 い で す 。  

 草 々  

  

 

 

 

平 成 ２ １ 年 ７ 月 １ ７ 日  

 

 

 

 

原 子 力 報 道 を 考 え る 会  

中 村 政 雄  元 読 売 新 聞 論 説 委 員  

尾 崎 正 直  元 朝 日 新 聞 科 学 部 長  

石 川 迪 夫  元 北 海 道 大 学 工 学 部 教 授  

阿 部 道 子  元 放 射 線 医 学 総 合 研 究 所  

養 成 訓 練 部 長  

村 上  浩  元 共 同 通 信 論 説 委 員  
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 愛 媛 新 聞 ５ 月 ３ １ 日 付 朝 刊 は 、 四 国 電 力 伊 方 発 電 所

３ 号 機 の プ ル サ ー マ ル を 取 り 上 げ た 記 事 で 「 効 率 化 安

全 性 に 懸 念 」と い う 大 き な 見 出 し を 掲 げ 、「 原 子 炉 の 出

力 を コ ン ト ロ ー ル す る 制 御 棒 の 効 き が 悪 く な る な ど

数 々 の 不 安 要 素 が あ る 」 と 書 い た 。 同 紙 は ５ 月 ２ ０ 日

付 社 説 で も プ ル サ ー マ ル を 取 り 上 げ 、「 安 全 面 で の 気

が か り は 、 Ｍ Ｏ Ｘ 燃 料 は そ の 特 性 で 制 御 棒 の 効 き が 若

干 悪 く な る と い わ れ て い る 点 だ 」 と 論 じ て い た 。  

 こ の よ う な 記 事 は 他 の 新 聞 に も 見 か け る 。 原 子 炉 の

運 転 出 力 を 制 御 棒 で 調 整 し て い る と 誤 解 し て い る か ら

で は な い だ ろ う か 。  

運 転 中 の 出 力 制 御 に 制 御 棒 を 使 っ た の は 昔 の こ と

で 、 技 術 の 進 歩 し た 今 は 、 加 圧 水 型 炉 (Ｐ Ｗ Ｒ )で は 一

次 冷 却 水 の ホ ウ 酸 濃 度 の 調 節 で 行 う 。 昔 は ど こ の 家 庭

で も 目 を 洗 う の に 使 っ た ホ ウ 酸 で あ る 。 ホ ウ 酸 は 中 性

子 を よ く 吸 収 す る の で 、 そ の 濃 度 を 加 減 す る こ と で 出

力 を 上 げ た り 下 げ た り す る 。  

 沸 騰 水 型 炉 (Ｂ Ｗ Ｒ )で は 、 一 次 冷 却 水 の 流 速 を 加 減

し て 運 転 中 の 出 力 を コ ン ト ロ ー ル す る 。 冷 却 水 は 炉 心

で 沸 騰 す る の で 、 水 に 含 ま れ る 蒸 気 の 泡 に よ る 中 性 子

吸 収 量 を 加 減 し て 出 力 を 上 げ た り 下 げ た り し て い る 。  

 原 子 力 技 術 が 進 歩 し 、 原 子 炉 が 大 き く な る に 従 っ て

数 多 く な っ た 制 御 棒 を 操 作 す る 複 雑 な 運 転 は お 払 い 箱

と な り 、 一 次 冷 却 水 の 循 環 量 や ホ ウ 酸 濃 度 を 変 化 さ せ

る 簡 便 な 運 転 方 法 に 切 り 替 わ っ た 。 制 御 棒 は 起 動 時 に

は 臨 界 状 態 を つ く る た め 引 き 抜 か れ る が 、 温 度 、 圧 力

を 調 整 し た 後 は 、 上 述 の 方 法 で ゆ っ く り と 定 格 出 力 に

持 っ て い く 。  

制 御 棒 の 役 割 は 減 り 、 ほ ぼ 運 転 開 始 と 停 止 の 時 だ け

し か 使 わ な い 。 い わ ば 自 動 車 の サ イ ド ブ レ ー キ の よ う

な 存 在 に な っ た 。  

(補 足 ： Ｂ Ｗ Ｒ の 場 合 、 運 転 を 継 続 し て い る う ち に
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ウ ラ ン ２ ３ ５ が 消 費 さ れ て 炉 心 の 反 応 度 が 低 く な る の

を 補 う た め 、 ２ ～ ３ か 月 お き に 制 御 棒 を 少 し 引 き 抜 い

て 反 応 度 を 維 持 す る た め の 操 作 を す る が 、 こ れ は 出 力

調 整 と は 異 な る ) 

 原 子 炉 運 転 時 の 出 力 調 整 は 、 天 動 説 か ら 地 動 説 の よ

う な 変 化 を 遂 げ た 。 い つ ま で も 旧 い “ 天 動 説 ” を 信 じ

て い る 報 道 関 係 者 が い る な ら 、 ぜ ひ 認 識 を 改 め て ほ し

い 。 メ デ ィ ア が 誤 っ て 伝 え る の は 、 政 府 、 自 治 体 、 大

学 な ど の 原 子 力 関 係 者 に も 旧 い 知 識 の ま ま の 人 が い る

か ら に 違 い な い 。 よ く 勉 強 し て も ら い た い 。 電 力 会 社

も 運 転 の 実 体 を メ デ ィ ア に よ く 伝 え る べ き だ 。  

 プ ル ト ニ ウ ム は ウ ラ ン よ り 中 性 子 を 吸 収 し や す い 。

Ｍ Ｏ Ｘ 燃 料 は ウ ラ ン 燃 料 よ り や や 制 御 棒 の 効 き が 悪 い

の は 確 か だ が 、 サ イ ド ブ レ ー キ の 役 目 で あ る 停 止 能 力

に つ い て は 十 分 な 余 裕 が あ る 。 Ｐ Ｗ Ｒ の 場 合 、 ホ ウ 酸

水 、 制 御 棒 の ど ち ら も １ ０ ０ ％ 出 力 か ら 停 止 状 態 ま で

出 力 を 下 げ る 能 力 を 有 し て い る 。安 全 性 に 懸 念 は な い 。

プ ル サ ー マ ル は 各 国 で 豊 富 な 実 績 が あ り 、 事 故 は ゼ ロ

だ 。  
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前 略  
 「 ３ ． １ １ 」 か ら ２ 年 経 ち ま し た が 、 風 評 被 害 が 続 い て い ま す 。  
正 確 に 偏 ら ず に 伝 え る と い う 報 道 の 役 割 は 十 分 に 果 た さ れ て い る で  
し ょ う か 。  
 「 原 子 力 報 道 を 考 え る 会 」 第 ５ ３ 報 を お 届 け し ま す 。 ご 参 考 に  
し て 頂 け れ ば 幸 い で す 。  

草 々  
 
 
 

平 成 ２ ５ 年 ３ 月 １ ６ 日  
  
           原 子 力 報 道 を 考 え る 会  
            中 村 政 雄  元 読 売 新 聞 論 説 委 員   
            尾 崎 正 直  元 朝 日 新 聞 科 学 部 長  
            石 川 迪 夫  元 北 海 道 大 学 工 学 部 教 授  
            阿 部 道 子  元 放 射 線 医 学 総 合 研 究 所  
                 養 成 訓 練 部 長  
            村 上  浩  元 共 同 通 信 論 説 委 員  
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放 射 線 と 聞 け ば 遺 伝 的 影 響 を 心 配 す る 。 低 線 量 の 放 射 線 に よ る  
人 体 へ の 影 響 は 「 よ く わ か っ て い な い 」 と 繰 り 返 し 語 ら れ 、「 だ  
か ら 心 配 」 と 感 じ る 人 が 多 く 、 原 発 風 評 被 害 が 続 い て い る 。 断 ち  
切 る に は ど う す れ ば い い か 。「 放 射 能 の 安 全 基 準 に つ い て 、 政 府  
は 根 底 か ら 考 え 直 す べ き だ 。 政 権 交 代 は そ の 好 機 と い え る 」。 ２  
月 ２ ５ 日 付 読 売 新 聞 の 社 説 は 思 い き っ た 提 言 を し た 。  
 「 福 島 県 産 の 農 産 物 は 、 検 査 で 安 全 を 確 認 し 出 荷 さ れ て い る が 、  
価 格 を 安 く し な け れ ば 売 れ な い 。 流 通 量 も 増 え な い 」「 安 全 基 準  
へ の 疑 問 や 不 安 が あ る か ら だ 」「 野 田 政 権 は 、 食 品 中 の 放 射 能 基  
準 を 海 外 よ り 厳 格 化 し た 。 政 府 の 放 射 線 審 議 会 は 、 弊 害 が 出 る と  
警 告 し た が 、 小 宮 山 厚 生 労 働 相 （ 当 時 ） が 政 治 的 に 押 し 切 っ た 。  
そ の 結 果 、 基 準 超 過 が 増 え 、 食 品 の 信 頼 回 復 は 進 ま な い 。 過 去 の  
核 実 験 の 影 響 と し か 考 え ら れ な い 放 射 性 物 質 が 検 出 さ れ 、 出 荷 停  
止 と な っ た 野 生 キ ノ コ も あ る 」  
 「 問 題 な の は 、 野 田 政 権 が 年 １ ミ リ ・ シ ー ベ ル ト の 被 ば く 線 量  
を 安 全 と 危 険 の 境 界 と し た こ と だ 。 年 １ ミ リ ・ シ ー ベ ル ト は 法 的  
に 放 射 性 物 質 を 扱 う 施 設 の 管 理 基 準 に 過 ぎ な い の に 、 こ の 線 引 き  
を 食 品 基 準 に も 適 用 し た 」「 世 界 に は 、 大 地 な ど か ら 年 １ ０ ミ リ ・  
シ ー ベ ル ト の 放 射 線 を 浴 び る 地 域 が あ る 。 病 院 の 放 射 線 診 断 で １  
回 に 約 ７ ミ リ ・ シ ー ベ ル ト 被 ば く す る こ と も あ る 。 １ ミ リ ・ シ ー  
ベ ル ト で の 線 引 き は 、 １ ６ 万 人 近 く の 避 難 者 の 帰 還 を 遅 ら せ る 要  
因 に も な っ て い る 。 国 際 放 射 線 防 護 委 員 会 （ Ｉ Ｃ Ｒ Ｐ ） は 、 被 災  
地 の 復 旧 過 程 で は 、 年 ２ ０ ミ リ ・ シ ー ベ ル ト ま で 許 容 し 、 可 能 な  
範 囲 で 年 １ ミ リ ・ シ ー ベ ル ト 以 下 に す る と の 考 え 方 を 示 し て い  
る 」「 だ が 、 細 野 環 境 相 （ 当 時 ） は 、 １ ミ リ ・ シ ー ベ ル ト 以 下 へ  
の 除 染 を 強 調 し た 」  
 「 政 治 の 誤 っ た メ ッ セ ー ジ と 言 え ば 、 泉 田 裕 彦 新 潟 県 知 事 も 同  
様 だ 。 柏 崎 市 、 三 条 市 が 岩 手 県 の が れ き を 一 般 ご み と し て 処 理 し  
た こ と を 『 犯 罪 行 為 』 と 非 難 し た 。 し か し 、 が れ き の 放 射 能 は 県  
内 の ゴ ミ （ の レ ベ ル ） と 変 わ ら な い 。 首 長 が 風 評 被 害 を 増 長 さ せ  
て は 困 る 」  
 具 体 例 を 示 し 、 政 治 家 の 名 前 を 挙 げ て こ こ ま で は っ き り 書 い た  
こ と は 特 筆 に 価 す る 。  
 風 評 被 害 を 防 ぐ に は 報 道 の 役 割 が 重 要 で あ る 。 外 国 に ま で 影 響  
す る 。 日 本 の テ レ ビ 放 送 が 台 湾 で 風 評 被 害 を 起 こ し て い る 。 昨 年  
の １ １ 月 ２ ４ 日 に Ｔ Ｂ Ｓ が 放 送 し た 番 組 「 台 湾 の 島 に 核 の ゴ ミ 貯  

onishi
テキストボックス
 元に戻る



蔵 場 」 は 、 低 レ ベ ル 放 射 性 廃 棄 物 貯 蔵 場 が あ る ラ ン ユ 島 を 取 り 上  
げ た も の だ が 、 携 帯 基 地 局 な ど か ら の 電 磁 波 を 貯 蔵 場 か ら の 放 射  
線 と 誤 測 定 し て 、 地 元 民 に が ん 発 生 の 不 安 を も た ら し た 。 こ の 不  
安 が 台 湾 全 土 に 報 道 さ れ 、 原 子 力 発 電 に 対 す る 反 対 運 動 が 激 化 、  
建 設 中 の 第 ４ 原 子 力 発 電 所 の 進 捗 に 影 響 を 与 え て い る 。  
 世 論 調 査 の 報 道 も 正 確 を 期 し て ほ し い 。 朝 日 新 聞 ２ 月 １ ８ 日 付  
朝 刊 は 「 原 発 『 や め る 』 ７ 割 」 と 世 論 調 査 （ 電 話 ） の 結 果 を 報 じ  
た 。  
 安 倍 首 相 が １ 月 の 衆 院 本 会 議 で 、 民 主 党 政 権 が 掲 げ た 「 ２ ０ ３  
０ 年 代 に 原 発 稼 働 ゼ ロ 」 の 政 策 を 「 ゼ ロ ベ ー ス で 見 直 す 」 と 明 言  
し た こ と を 受 け 、 原 発 を 今 後 、 ど う す る か ５ 択 で 質 問 。  
 「 す ぐ に や め る 」 は １ ３ ％ 、  
 「 ２ ０ ３ ０ 年 よ り 前 に や め る 」 は ２ ４ ％ 、  
 「 ２ ０ ３ ０ 年 代 に や め る 」 は ２ ２ ％ 、  
 「 ２ ０ ３ ０ 年 代 よ り 後 に や め る 」 は １ ２ ％ 、  
 「 や め る 」 は 計 ７ １ ％ 。「 や め な い 」 は １ ８ ％ に と ど ま っ た 。  
と 書 い て い る 。  
 記 事 を 素 直 に 読 め ば 、「 や め る 」 は １ ３ ％ で は な い の か 。「 ２ ０  
３ ０ 年 代 に や め る （ ２ ２ ％ ）」 と 「 ２ ０ ３ ０ 年 代 よ り 後 に や め る  
（ １ ２ ％ ）」 は 、 少 な く と も ３ ０ 年 代 ま で の 稼 働 を 肯 定 し て い る 。  
「 ２ ０ ３ ０ 年 代 よ り 前 に や め る （ ２ ４ ％ ）」 に し て も 、 当 分 の 稼  
働 は 認 め て い る 。 こ れ を 「 す ぐ や め る 」 と 同 一 視 す る の は 誤 り だ 。  
２ 月 １ ９ 日 付 朝 日 新 聞 朝 刊 に 世 論 調 査 の 質 問 と 回 答 の 詳 細 が あ  
る 。 こ こ に は 、 上 記 の 質 問 回 答 と 並 ん で 「 原 子 力 発 電 を 利 用 す る  
こ と に 、 賛 成 で す か 、 反 対 で す か 」 の 質 問 に 、「 賛 成 」 が ３ ７ ％ 、  
「 反 対 」 が ４ ６ ％ と 書 い て あ る 。 賛 否 を 取 り 上 げ る な ら 、 こ の 数  
字 を 書 く べ き だ 。  
 新 聞 社 の 方 針 が 「 脱 原 発 」 だ か ら と い っ て 世 論 調 査 の 結 果 を ミ  
ス リ ー ド す る の は ひ ど す ぎ る 。  
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前 略  
 「 最 近 の 原 子 力 報 道 に は 違 和 感 を 覚 え る 。 世 論 を 誘 導 し て い る  
か の よ う な 報 道 も 見 受 け ら れ る 。脱 原 発 が『 正 義 』で 、原 発 は『 悪 』 
と で も い わ ん ば か り だ 。 し か し 、 わ れ わ れ ジ ャ ー ナ リ ス ト は 科 学  
の 専 門 家 で は な い し 、 ま し て や 検 察 官 や 裁 判 官 で も な い 。 物 事 に  
は 必 ず メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト が あ る 。 今 後 も 一 定 割 合 の 電 力 を 原  
発 に 頼 る の か 、 あ る い は 脱 原 発 を 目 指 す の か 、 決 め る の は マ ス コ  
ミ で は な く 、 あ く ま で 国 民 だ 。 多 様 な 情 報 を 読 者 に 提 供 し て 判 断  
材 料 に し て も ら う の が 、 わ れ わ れ マ ス コ ミ の 役 割 で は な い か 」   
 青 森 県 の 地 元 紙 「 東 奥 日 報 」 で 長 年 、 核 燃 料 サ イ ク ル を 取 材 、  
一 昨 年 末 ４ ６ 歳 の 若 さ で 亡 く な っ た 報 道 部 次 長 の 福 田 悟 さ ん は 、  
日 本 原 子 力 学 会 誌 ２ ０ １ ２ 年 １ 月 号 に こ の よ う に 書 い て い ま す 。  
こ の 視 点 か ら 最 近 の 原 子 力 報 道 を 考 え て み ま し た 。「 原 子 力 報 道  
を 考 え る 会 」 の 会 報 ５ ４ 号 を お 届 け し ま す 。  
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米 カ リ フ ォ ル ニ ア 州 は 地 震 が 多 い 。 １ ９ ６ ０ 年 代 か ら ７ ０ 年 代  
に か け 「 活 断 層 と 原 発 」 の 関 係 が 大 問 題 に な っ た 。 日 本 テ レ ビ は  
６ 月 ４ 日 の 番 組 「 ｎ ｅ ｗ ｓ  ｅ ｖ ｅ ｒ ｙ 」 で こ の こ と を 特 集 し た 。  
米 国 で は １ ９ ７ ９ 年 の ス リ ー マ イ ル 島 原 発 事 故 で 規 制 が 強 化 さ  
れ 、 フ ン ボ ル ト ベ イ 原 発 は 経 済 的 に ペ イ し な い と 判 断 し て 廃 炉 と  
な っ た 。 デ ィ ア ブ ロ キ ャ ニ オ ン 原 発 は ４ ４ 億 ド ル か け て 耐 震 性 を  
強 化 、 そ の 費 用 は 電 気 代 に オ ン さ れ て 運 転 が 続 い て い る 。 次 に 、  
ド イ ツ の グ ラ イ フ ス バ ル ト 原 発 の 廃 炉 に 伴 う 地 元 の そ の 後 の 事  
情 を 番 組 は 紹 介 し た 。 廃 炉 後 、 エ ネ ル ギ ー 関 連 の 企 業 が 集 ま っ て  
き て 新 た な 雇 用 が 生 ま れ 、 地 元 に は 原 発 に 代 わ る 風 力 発 電 の 支 柱  
を 作 る な ど の 新 し い 産 業 が 生 ま れ た と い う 。  
 日 本 で は 、 原 発 反 対 と 再 稼 働 支 持 に 意 見 が 分 か れ て い る 。 米 国  
と ド イ ツ の 例 を 参 考 に 、「 み な さ ん ど う 考 え る か 」 と 視 聴 者 に 問  
い か け て い た 。  
 日 本 が 当 面 す る 問 題 を タ イ ミ ン グ よ く 取 り 上 げ た よ う に 見 え  
る が 、 説 明 不 足 と い う か 掘 り 下 げ が 足 り な い の で 、 誤 解 を 与 え そ  
う だ 。 せ っ か く 取 り 上 げ る か ら に は 、 視 聴 者 を 誤 解 さ せ て は い け  
な い 。  
 米 国 で は 、 地 震 学 か ら 計 算 し た 危 険 性 と 、 工 学 で ど こ ま で 地 震  
に 耐 え ら れ る よ う に で き る か で 広 い 議 論 が さ れ 、 そ の 結 果 、 原 子  
炉 の 下 に 活 断 層 が あ っ て も 大 丈 夫 だ と 分 っ て ６ 年 間 運 転 停 止 の  
後 、 再 稼 働 し た 例 も あ る 。 そ の よ う な 取 材 は な い 。  
 グ ラ イ フ ス バ ル ト 原 発 は 旧 東 独 が ８ 基 の 原 発 建 設 を 進 め 、 そ の  
内 ４ 基 が 完 成 し 、 １ 基 が 試 運 転 、 ３ 基 が 建 設 中 の 時 に 東 西 ド イ ツ  
が 統 一 さ れ た 。 が 、 旧 西 独 の 厳 し い 安 全 基 準 が 適 用 さ れ 、 旧 ソ 連  
製 の 原 子 炉 の 安 全 性 が 問 題 と な り 廃 炉 が 決 定 し た 。 原 子 炉 を 中 心  
に 産 業 セ ン タ ー に す る 予 定 が あ っ た の で 、 廃 炉 跡 地 は 旧 東 独 の 失  
業 対 策 事 業 と し て 工 業 コ ン ビ ナ ー ト に す ぐ 切 り 換 え る こ と が で  
き た 。 そ う い う 背 景 説 明 が な い 。 こ の 番 組 は 洋 上 風 力 発 電 が 原 発  
の 代 替 に な り そ う な 印 象 を 与 え る が 、 日 本 の 原 子 力 発 電 す べ て を  
洋 上 風 力 に 置 き 替 え る と 延 １ 万 ７ 千 キ ロ メ ー ト ル の 長 さ に 展 開  
し な け れ ば な ら な い こ と を 考 え る べ き だ 。  
 福 島 原 発 事 故 で 放 出 さ れ た 放 射 性 物 質 は 、 周 辺 住 民 の 健 康 に 悪  
い 影 響 を 与 え て い な い と す る 国 連 科 学 委 員 会 の 報 告 が 新 聞 各 紙  
に 載 っ た 。 安 心 情 報 は 積 極 的 に 報 道 す べ き だ 。 チ ェ ル ノ ブ イ リ 原  
発 事 故 で も 、 健 康 へ の 影 響 は 放 射 線 よ り 心 理 的 な こ と の 方 が 大 き  
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か っ た と 報 告 さ れ て い る か ら だ 。  
 日 経 新 聞 ６ 月 ２ ２ 日 付 朝 刊 に 載 っ た 、 芥 川 賞 作 家 ・ 僧 侶 で 東 日  
本 大 震 災 復 興 構 想 会 議 委 員 だ っ た 玄 侑 宗 久 さ ん の イ ン タ ビ ュ ー  
記 事 が よ か っ た 。  
 「 国 連 科 学 委 員 会 が 『 福 島 第 １ 原 発 事 故 に よ る 健 康 被 害 は 確 認  
で き ず 、 今 後 も 健 康 被 害 が 起 こ る こ と は 予 想 で き な い 』 と 発 表 し  
た 。 膨 大 な 費 用 を か け て 本 当 に 年 間 １ ミ リ シ ー ベ ル ト に な る ま で  
除 染 を 続 け る の で し ょ う か 。 世 界 の 専 門 家 が 集 ま っ て 出 し た 結 論  
を 正 面 か ら 受 け 止 め る べ き で す 。 確 か に 原 発 事 故 直 後 は み ん な 不  
安 に お の の い て お り 、 専 門 家 の 『 こ の く ら い は 大 丈 夫 だ 』 と い う  
発 言 を 感 情 的 に 受 け 入 れ ら れ な か っ た 。 そ の 反 発 が 専 門 家 バ ッ シ  
ン グ に な り 、 彼 ら を 御 用 学 者 呼 ば わ り し た 。 こ れ は 最 大 の 不 幸 で  
し た 。 放 射 能 の 専 門 家 な の に 放 射 能 に つ い て 何 も 語 れ な く な っ た  
の で す か ら 。  
 県 外 に 避 難 し て 戻 っ て こ な い 人 は 、 自 分 の 行 動 を 肯 定 す る た め 、  
こ と さ ら 福 島 は 危 険 だ と 言 い ま す 。 一 方 、 福 島 に 残 っ て 頑 張 っ て  
き た 人 に は 、 大 変 な 時 に 県 外 に 避 難 し た 人 た ち へ の 反 発 が あ る 。  
（ 中 略 ） 両 者 の 分 断 の 溝 は ど ん ど ん 深 く な っ て い る 感 じ が し ま す 。  
分 断 を 修 復 す る に は 、 放 射 線 に 関 す る 最 新 の 知 見 を み ん な で 共 有  
し 、 正 し い 知 識 に よ っ て 根 拠 の な い 不 安 を 払 拭 す る こ と が 重 要 で  
す 。 今 こ そ 、 放 射 能 の 専 門 家 、 科 学 者 が 復 権 す る 時 で す 。 ど う か  
科 学 的 で 現 実 的 な 方 策 を 我 々 に 広 く 示 し て ほ し い と 思 い ま す 」  
 以 上 の ご 意 見 を 長 々 と 引 用 し た の は 、 報 道 に こ の 視 点 が 乏 し い  
か ら で あ る 。  
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前 略  
 「 神 様 の 居 な い 神 棚 」 と 原 子 力 委 員 会 が 呼 ば れ る よ う に な っ て 、 も う  
１ ０ 数 年 経 ち ま し た 。 い ま で は 神 棚 が 存 在 す る の か ど う か す ら 怪 し く な  
り ま し た 。 原 子 力 規 制 委 員 会 が 発 足 し 活 動 を 始 め ま し た 。 と く に 委 員 の  
資 格 が 不 明 確 で す 。 何 を 基 準 に 選 ば れ た の か さ っ ぱ り わ か り ま せ ん 。「 あ  
の 人 が そ う 言 わ れ る な ら 」 と 誰 も が 納 得 す る 人 が 委 員 な ら 、 そ れ な り の  
効 用 が あ る の で し ょ う が 。 日 本 の 原 子 力 開 発 は 失 敗 続 き で す 。 だ れ も 責  
任 を 取 っ た こ と が あ り ま せ ん 。 原 子 力 に つ い て 積 極 的 に 理 解 し て く れ る  
人 が 少 な く な り ま し た 。 原 子 力 開 発 は な ん の た め に や る の か を 私 た ち が  
よ く 理 解 す る こ と が 、 原 子 力 政 策 の 基 本 で は な い で し ょ う か 。 次 々 に 発  
生 す る ト ラ ブ ル に 、 モ グ ラ 叩 き の よ う な 対 応 を す る 政 府 と 報 道 で よ い の  
か ど う か 、 考 え て い た だ き た い の で 、「 原 子 力 報 道 を 考 え る 会 」 の 会 報  
５ ５ 号 を お 届 け し ま す 。  
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 日 本 の 原 子 力 政 策 に つ い て 、 米 国 の 有 力 な 政 策 研 究 機 関 「 戦 略 国 際 問  
題 研 究 所 （ Ｃ Ｓ Ｉ Ｓ ）」 の ジ ョ ン ・ ハ ム レ 所 長 は ８ 月 ３ ０ 日 、 東 京 で 読  
売 新 聞 の イ ン タ ビ ュ ー に 、「 現 在 の 最 大 の 問 題 は 、 政 府 に 対 す る 信 頼 性  
の 危 機 だ 」 と 述 べ 、 原 発 の 再 稼 働 に 向 け て 、 政 府 が 規 制 組 織 の 強 化 な ど  
に 全 力 で 取 り 組 む べ き だ と の 考 え を 示 し た （ ８ 月 ３ １ 日 付 読 売 新 聞 朝  
刊 ）。 こ の イ ン タ ビ ュ ー で 同 氏 は こ う 語 っ た 。  
 「 日 本 の 経 済 に と っ て も 、 米 国 に と っ て も 、 原 発 の 再 稼 働 は 重 要 だ 。  
も し 日 本 が 原 発 の 運 転 を や め れ ば 、 日 本 経 済 は 被 害 を 受 け る こ と に な る 。  
太 陽 光 や 風 力 な ど の 代 替 エ ネ ル ギ ー は 、 ２ ４ 時 間 の 運 転 が で き な い 。 シ  
ェ ー ル ガ ス も 、 日 本 に 運 ぶ た め に は 液 化 な ど で 膨 大 な 費 用 が か か り 、 価  
格 は 米 国 の ５ 倍 に な っ て し ま う 。 燃 料 の 輸 入 で 日 本 の 競 争 力 が 失 わ れ て  
い く 。 資 源 の 乏 し い 日 本 が 世 界 第 ２ の 経 済 大 国 に な れ た の は 、 原 子 力 の  
基 礎 が あ っ た か ら だ 。 原 発 は 、 日 本 経 済 の 再 生 を 目 指 す ア ベ ノ ミ ッ ク ス  
の 基 盤 と し て も 重 要 だ 」  
 日 本 の 原 子 力 開 発 の 目 標 は 核 燃 料 サ イ ク ル で あ る 。 こ れ に よ っ て エ ネ  
ル ギ ー の 自 給 率 を 高 め る こ と が 出 来 る と 考 え て い た 。 そ の 柱 の 一 つ 高 速  
増 殖 炉 「 も ん じ ゅ 」 は 、 １ ８ 年 前 の 試 運 転 で 事 故 を 起 こ し て 以 来 立 ち 往  
生 だ 。「 こ ん な あ り さ ま に な っ た の は 、 国 家 プ ロ ジ ェ ク ト に 安 住 し て 繰  
り 返 さ れ た 無 責 任 の バ ト ン リ レ ー が 原 因 だ 。 そ れ を 許 容 し て き た 旧 科 学  
技 術 庁 と 文 科 省 の 責 任 も ま た 重 い 」「 １ 兆 円 の 血 税 を 食 い 潰 す 『 原 子 力  
の 伏 魔 殿 』 と 化 し た 。 闇 を 照 ら す 根 治 改 革 が 必 要 だ 」（ ８ 月 １ ８ 日 付 産  
経 新 聞 、 長 辻 象 平 論 説 委 員 ） な ど 新 聞 各 紙 が 批 判 。 文 科 省 は 開 発 主 体 の  
原 子 力 機 構 の 改 革 案 を 示 し た 。 そ の よ う な こ と で す む 問 題 で は な い 。 朝  
日 新 聞 は ８ 月 ２ ７ 日 付 朝 刊 で 、 日 米 の 研 究 者 の 提 言 と い う か た ち で 「 核  
燃 料 サ イ ク ル 路 線 、 転 換 を 」 と 書 い た 。  
 日 本 の 原 子 力 利 用 に と っ て な に よ り 大 切 な の は 平 和 利 用 に 限 る こ と  
で あ る 。 ４ ０ 年 近 く 前 、 当 時 の 有 澤 廣 巳 原 子 力 委 員 長 代 理 は 原 子 力 委 員  
会 の 役 割 に つ い て 「 平 和 利 用 の 番 人 で す 」 と 答 え た 。  
「 万 一 、 日 本 政 府 が 核 武 装 し た い と 考 え た と き 、 原 子 力 委 員 会 は 体 を 張  
っ て 阻 止 す る 。 そ の た め に 原 子 力 委 員 長 は 国 務 大 臣 が 就 任 す る 。 閣 議 決  
定 は 閣 僚 の 一 致 が 必 要 だ 。 原 子 力 委 員 会 が 反 対 す れ ば 、 原 子 力 の 軍 事 利  
用 が 防 げ る 。 役 に 立 つ の は そ の く ら い か な 」  
 政 府 の 機 構 改 革 で 、 原 子 力 委 員 長 は 国 務 大 臣 で な く な っ た 。 政 府 の 諮  
問 機 関 に 過 ぎ に な い 。 核 不 拡 散 に 関 わ る 業 務 は 規 制 委 員 会 に 移 さ れ た 。  
原 子 力 政 策 推 進 の 中 核 で も な い 。  
 「 核 燃 料 サ イ ク ル 」 を 今 後 ど う す る か は 、 日 本 の エ ネ ル ギ ー 政 策 で の  
大 問 題 だ 。 プ ル ト ニ ウ ム 利 用 を 中 止 す れ ば 、 日 本 の 原 子 力 発 電 全 体 が つ  
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ぶ れ る 可 能 性 が 大 き い 。 政 策 の 司 令 塔 が 見 え な い 。 読 売 新 聞 が イ ン タ ビ  
ュ ー し た ハ ム レ 米 戦 略 国 際 問 題 研 究 所 長 は 次 の よ う に 語 っ て い る 。  
 「 再 稼 働 が 米 国 に と っ て 重 要 な の は 、 日 本 が 不 拡 散 分 野 の 一 流 国 で 、  
他 の ど の 国 よ り も 高 い 透 明 性 を 維 持 し 、 核 不 拡 散 体 制 の 模 範 と な っ て き  
た か ら だ 。 日 本 が 原 発 を や め れ ば 、 原 子 力 分 野 の 指 導 的 立 場 が ロ シ ア 、  
中 国 、 イ ン ド な ど に 移 っ て い く だ ろ う 。 そ う な れ ば 、 世 界 の 不 拡 散 体 制  
が 劣 化 し て い く 問 題 が あ る 。 ま た 、 日 本 の 世 界 一 安 全 な 運 転 の レ ベ ル を  
広 め る 必 要 が あ る 」  
 大 前 研 一 ・ 東 電 原 子 力 改 革 監 視 委 員 が 、 ８ 月 １ ６ 日 付 毎 日 新 聞 朝 刊 で 、  
再 稼 動 に つ い て 次 の よ う に 語 っ て い る 。  
 原 子 力 規 制 委 は 活 断 層 と 分 か れ ば 再 稼 働 は 中 止 だ と い う が 、 活 断 層 に  
よ っ て ど ん な 地 震 が 起 き る の か 、 原 子 炉 は そ れ に 耐 え る よ う に 設 計 さ れ  
て い る の か を 検 証 し た う え で 、 補 強 か 停 止 か を 判 断 す れ ば い い 。 規 制 委  
は 活 断 層 に 国 民 の 注 意 を 向 け 、 自 ら が 再 稼 働 を 承 認 し た と い う 責 任 を 逃  
れ よ う と し て い る 。 こ う い う 安 易 な 発 想 の メ ン バ ー は 交 代 さ せ る べ き だ 。  
民 主 党 政 権 は 福 島 事 故 の 原 因 を 『 想 定 を 超 え る 津 波 』 と 説 明 し た が 間 違  
い だ 。 原 因 は 全 電 源 喪 失 。 今 回 、 福 島 事 故 を 分 析 し た 人 間 と し て 、 原 因  
は 完 全 に 克 服 で き る と 思 う 。 冷 静 に 分 析 す れ ば 再 発 防 止 策 は あ る 」「 日  
本 が こ の ま ま 原 子 力 を 永 遠 に や め る の は 敗 北 思 想 だ 。 福 島 事 故 を 乗 り 越  
え て こ そ 工 業 国 家 だ 」  
 規 制 委 員 会 の 仕 事 ぶ り は 、 ハ ー ド に ば か り こ だ わ り 過 ぎ る 。 全 体 を 見  
渡 す ソ フ ト が 重 要 だ 。 泉 田 新 潟 県 知 事 は ８ 月 ２ ２ 日 の テ レ ビ 朝 日 「 モ ー  
ニ ン グ バ ー ド 」 で 、「 国 に 司 令 塔 が な い 。 体 制 を 見 直 せ 」 と 語 っ た 。 そ  
の 通 り だ 。  
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前 略  
 原 発 事 故 で 汚 れ た 福 島 の 復 興 が 進 ま な い 大 き な 原 因 は １ ミ リ シ ー ベ ル ト の

壁 で す 。 年 間 １ ミ リ シ ー ベ ル ト 以 下 に な ら な い と 帰 還 で き な い と 思 い こ ん で

い る 住 民 が 少 な く な い か ら で す 。 民 主 党 政 権 は 徹 底 的 除 染 を 求 め る 地 元 の 要

望 を 受 け 、１ ミ リ シ ー ベ ル ト を 当 座 の 目 標 に し ま し た が 、国 際 原 子 力 機 関（ Ｉ

Ａ Ｅ Ａ ） の 調 査 団 は 「 １ ミ リ シ ー ベ ル ト に こ だ わ る 必 要 は な い 」 と の 見 解 を

示 し ま し た 。 原 子 力 規 制 委 員 会 の 田 中 俊 一 委 員 長 も 「 避 難 先 で の ス ト レ ス を

考 え れ ば 、 年 間 ２ ０ ミ リ シ ー ベ ル ト ま で 許 容 し た 方 が い い と い う の が 世 界 の

一 般 的 な 考 え 方 だ 」 と 語 り ま し た 。 そ れ で も 壁 は 破 れ ま せ ん 。 破 ら な い と 除

染 作 業 も 復 興 も 加 速 し ま せ ん 。 メ デ ィ ア は 傍 観 し て い て い い の で し ょ う か 。  
 「 原 子 力 報 道 を 考 え る 会 」 第 ５ ６ 報 を お 届 け し ま す 。  
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 放 射 線 の 恐 怖 を 感 情 的 に 煽 る こ と に 熱 心 だ っ た メ デ ィ ア も 、 恐 怖 の 実 態 の

科 学 的 分 析 に は 関 心 が 低 い よ う だ 。 東 電 福 島 原 発 事 故 に よ る 除 染 は 当 面 、 ど

の レ ベ ル ま で 実 施 す べ き か を 調 べ た Ｉ Ａ Ｅ Ａ 調 査 団 の 報 告 書 の 報 道 は 非 常 に

地 味 だ っ た 。  
 東 京 で 発 行 の 新 聞 で は 日 経 新 聞 、 産 経 新 聞 、 読 売 新 聞 の 各 紙 が 社 説 で 取 り

上 げ 、「政 府 は １ ミ リ シ ー ベ ル ト が 安 全 と 危 険 の 境 目 で は な い こ と を 住 民 に 周

知 す る 必 要 が あ る 」 と 主 張 し た 。  
 「 １ ミ リ シ ー ベ ル ト に つ い て は 国 内 で も 『 目 標 が 高 す ぎ て 非 現 実 的 だ 』 な

ど と 批 判 が 出 て い る 。 除 染 の 進 め 方 を め ぐ る 論 議 に 、 Ｉ Ａ Ｅ Ａ 調 査 団 が 一 石

を 投 じ た 形 だ 」「 政 府 は 年 間 ２ ０ ミ リ シ ー ベ ル ト を 帰 還 の 目 安 と し て き た が 、

そ れ が 足 元 の 除 染 目 標 と し て 妥 当 な の か は 、改 め て 議 論 が 要 る 」（１ ０ 月 ２ ２

日 付 日 経 新 聞 ）  
 「 調 査 団 長 の フ ア ン ・ カ ル ロ ス ・ レ ン テ ィ ッ ホ 氏 は 記 者 会 見 で 『 除 染 へ の

期 待 と 現 実 の ギ ャ ッ ブ を 埋 め る 必 要 が あ る 』と 語 っ た 。現 実 的 な 目 標 値 は『 国

際 的 な 基 準 で あ る 年 間 １ ～ ２ ０ ミ リ シ ー ベ ル ト の 範 囲 内 で 、 利 益 と 負 担 の バ

ラ ン ス を 考 え 、 地 域 住 民 の 合 意 を 得 て 決 め る べ き だ 』 と 助 言 す る と と も に 、

『 １ ミ リ シ ー ベ ル ト は 除 染 だ け で 短 期 的 に 達 成 で き る も の で は な い こ と も 、

も っ と 住 民 に 説 明 す べ き だ 』 と 述 べ て い る 。 も っ と も な 指 摘 、 助 言 で あ る 。

政 府 と 原 子 力 規 制 委 は 、 説 明 責 任 を 十 分 に 果 た し て こ な か っ た こ と を 、 重 く

受 け 止 め る べ き だ 」（ １ ０ 月 ２ ４ 日 付 産 経 新 聞 ）  
 「 注 目 す べ き は 、報 告 書 が 、国 際 的 基 準 に 照 ら し 、『 年 間 １ ～ ２ ０ ミ リ シ ー

ベ ル ト の 範 囲 内 の い か な る レ ベ ル の 個 人 放 射 線 も 許 容 し 得 る 』 と 明 記 し た 点

で あ る 。 避 難 住 民 の 帰 還 に 向 け 、 政 府 が 設 け て い る 『 ２ ０ ミ リ シ ー ベ ル ト 以

下 』と い う 目 安 を 補 強 す る も の だ 。早 期 の 帰 還 実 現 へ の 弾 み と し た い 」「民 主

党 政 権 が 、 徹 底 除 染 を 求 め る 地 元 の 要 望 を 受 け 、 １ ミ リ シ ー ベ ル ト を 当 座 の

目 標 と し た こ と が 尾 を 引 い て い る 。 ゼ ロ リ ス ク に と ら わ れ る と 、 除 染 完 了 の

め ど が 立 た な く な る 。 住 民 の 帰 還 は 遅 れ る ば か り だ 」（ １ ０ 月 ２ ５ 日 付 読  
売 新 聞 ）  
 朝 日 新 聞 、 毎 日 新 聞 は Ｉ Ａ Ｅ Ａ 報 告 書 に つ い て 社 説 が な い 。 脱 原 発 が 社 論

だ か ら か 。 反 対 だ と も 言 わ な い の は 認 め ざ る を 得 な い か ら だ ろ う 。  １ ミ リ

シ ー ベ ル ト が 安 全 と 危 険 の 境 目 で は な い こ と は 政 府 や 専 門 家 は よ く 知 っ て い

る は ず だ 。 そ の こ と を 住 民 に 周 知 さ せ る 努 力 を し て こ な か っ た の は な ぜ か 。  
 本 当 の こ と を 言 う 専 門 家 は 袋 叩 き に あ っ た か ら だ 。 陰 で は 話 す が 表 立 っ て

は 発 言 し 難 い 空 気 が 生 ま れ た 。 誰 か が 言 い 出 す の を 待 っ て い る 状 態 に あ る 。

政 府 も 同 じ だ 。そ う い う 時 こ そ 政 治 家 の 出 番 だ が 、“小 泉 発 言 ”の よ う な 放 言

は あ っ て も 、 被 災 者 の 帰 還 の 遅 れ や 農 水 産 物 の 風 評 被 害 の 根 本 原 因 を 除 こ う

と い う 積 極 的 動 き は な い 。 と く に 福 島 県 選 出 の 国 会 議 員 が そ の 気 に な ら な い
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と 政 府 は 動 か な い 。  
 新 聞 や テ レ ビ は 何 か あ っ た 時 だ け 、 高 い 所 か ら 適 当 に 発 言 し て き た が 、 今

こ そ メ デ ィ ア の 出 番 で は な い か 。 エ セ で は な い 、 本 当 の 専 門 家 が 発 言 し 易 い

空 気 を 作 れ ば 、 政 治 家 も 本 音 で 発 言 し 、 政 府 も 動 け る よ う に な る 。  
 評 論 家 の 櫻 井 よ し こ さ ん が １ １ 月 ４ 日 付 産 経 新 聞 朝 刊 に 次 の よ う に 書 い て

い た 。  
 「 原 発 事 故 で 被 災 し た 福 島 ・ 浜 通 り の 人 々 約 ３ ０ 人 が ９ 月 、 チ ェ ル ノ ブ イ

リ を 訪 れ た 。 そ こ で 彼 ら が 見 た の は 日 本 で 報 じ ら れ て き た 放 射 能 汚 染 に 苦 し

む 荒 廃 し た 町 と は 全 く 異 な る よ み が え っ た 町 と 子 育 て に い そ し む 人 々 の 姿 だ

っ た 。 ウ ク ラ イ ナ の 首 都 キ エ フ で は 、 国 立 放 射 線 医 学 病 院 を 訪 れ 、 原 発 事 故

の 健 康 被 害 に つ い て も 学 ん だ 。 同 病 院 が 原 発 職 員 や 周 辺 住 民 約 ２ 万 ３ ０ ０ ０

人 を ２ ７ 年 間 追 跡 調 査 し た 結 果 、 他 地 域 の 住 民 と の 間 に が ん 発 生 率 で 有 意 の

差 は な か っ た と の 分 析 に 、 浜 通 り の 人 々 は 驚 い た 。 チ ェ ル ノ ブ イ リ の 放 射 線

拡 散 量 は 福 島 の ５ ０ 倍 と い わ れ て い る の に 」  
 新 聞 、 テ レ ビ は こ の よ う な 実 態 を も っ と 詳 し く 調 べ て 報 道 す べ き だ 。 福 島

の 人 々 の 安 心 に つ な が る 。  
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前 略  
 安 倍 政 権 は ４ 月 １ １ 日 、エ ネ ル ギ ー 基 本 計 画 を 閣 議 決 定 し ま し た 。 
す べ て の エ ネ ル ギ ー の 利 用 計 画 な の に メ デ ィ ア の コ メ ン ト は 、 ま る  
で 原 発 論 争 の よ う で し た 。 い か に 原 発 が 日 本 に と っ て 重 要 な エ ネ ル  
ギ ー で あ る か を 示 し た と も い え ま す が 、 取 り 上 げ 方 は 局 所 拡 大 。 こ  
れ で 日 本 の エ ネ ル ギ ー 計 画 全 体 像 を メ デ ィ ア が 伝 え た こ と に な っ  
た か 疑 問 で す 。「 原 子 力 報 道 を 考 え る 会 」 第 ５ ７ 報 を お 送 り し ま す 。 
ご 参 考 に し て い た だ け れ ば 幸 い で す 。  
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 エ ネ ル ギ ー 基 本 計 画 の 注 目 点 は 原 子 力 。 読 売 新 聞 、 産 経 新 聞 、 日  
経 新 聞 の 社 説 は 原 発 に 一 定 の 位 置 付 け を し た 基 本 計 画 に 賛 成 、 脱 原  
発 の 朝 日 新 聞 や 毎 日 新 聞 の 社 説 も 批 判 は 強 い が な ぜ か 反 対 で は な  
い 。 反 対 す る 根 拠 を 明 示 す る 自 信 が な い の だ ろ う 。 し か し 社 会 面 や  
解 説 で は 「 福 島 事 故 を 忘 れ た の か 」 と い っ た 感 情 的 な 記 事 を 並 べ 、  
紙 面 全 体 と し て は 反 対 ム ー ド を 盛 り 上 げ た 。 理 屈 で は 認 め 、 感 情 論  
で 反 対 す る 。 よ く あ る 手 法 だ 。  
 ４ 月 １ ２ 日 付 朝 日 新 聞 朝 刊 一 面 の 署 名 解 説 記 事 は 「 民 意 を 離 れ 、  
早 く も 原 発 依 存 に 回 帰 す る 計 画 を 決 め た 」 と 強 く 批 判 し た 。「 民 意 」 
と は 、 各 紙 の 世 論 調 査 で 再 稼 働 反 対 が 過 半 数 で あ る こ と を 指 す の だ  
ろ う 。 朝 日 新 聞 １ 月 ２ ８ 日 付 朝 刊 に 載 っ た 世 論 調 査 で は 、 再 稼 働 賛  
成 ３ １ ％ 、 反 対 ５ ６ ％ 。 確 か に 過 半 数 が 反 対 の よ う に 見 え る 。 だ が  
詳 細 な 調 査 結 果 を み る と 、「 原 子 力 発 電 を 今 後 、 ど う し た ら い い と  
思 い ま す か 」 の 問 い に 「 た だ ち に ゼ ロ に す る 」 １ ５ ％ 、「 近 い 将 来  
ゼ ロ に す る 」 ６ ２ ％ 、「 ゼ ロ に し な い 」 １ ９ ％ と な っ て い た 。「 近 い  
将 来 ゼ ロ に す る 」 は 当 面 の 再 稼 働 は 認 め て い る と 解 釈 で き る 。 再 稼  
働 支 持 は 、 １ ９ ％ ＋ ６ ２ ％ ＝ ８ １ ％ で 圧 倒 的 だ 。 毎 日 新 聞 が 昨 年 １  
２ 月 ２ ６ 日 付 朝 刊 で 報 じ た 世 論 調 査 で も 、「 今 す ぐ 廃 止 す べ き だ 」  
２ ４ ％ 、「 当 面 は 維 持 し 、 将 来 は 廃 止 す べ き だ 」 ５ ９ ％ 、「 将 来 も 維  
持 す べ き だ 」 ９ ％ 。 民 意 は 当 面 の 再 稼 働 を ３ 人 に ２ 人 が 支 持 し て い  
る 。 原 発 の 再 稼 働 は 「 民 意 を 離 れ 」 で は な い 。  
 ４ 月 １ ２ 日 付 朝 日 新 聞 の 社 説 は 「 原 発 依 存 度 を 減 ら す 以 上 、 そ の  
新 増 設 よ り 同 じ 機 能 を も つ 地 熱 や 水 力 、 高 効 率 の 石 炭 火 力 な ど の 開  
発 を 優 先 さ せ る の が 筋 だ 」 と 書 い た 。 社 説 だ か ら ど ん な 主 張 を す る  
の も 勝 手 だ が 、 地 熱 や 水 力 に 、 原 子 力 に 代 わ る だ け の ポ テ ン シ ャ ル  
が あ る の か 大 い に 疑 問 だ 。 現 場 に 行 け ば 分 る が 大 規 模 水 力 を 建 設 で  
き る 余 地 は 日 本 に は ほ と ん ど な い 。地 熱 は 思 い の ほ か 出 力 が 小 さ い 。 
石 炭 火 力 で Ｃ Ｏ ?を こ れ 以 上 増 や す こ と が 地 球 環 境 上 許 さ れ る こ と  
か 。 こ う し た 疑 問 へ の 説 明 が な い ま ま の 脱 原 発 論 は 意 味 が な い 。  
 毎 日 新 聞 は 脱 原 発 を 唱 え な が ら 自 信 が な い ら し い 。 ４ 月 １ ２ 日 朝  
刊 は 次 の よ う に 書 い た 。「 原 発 依 存 度 を 低 減 さ せ る 場 合 の 問 題 は 、  
企 業 や 家 庭 の 省 エ ネ や 節 電 だ け で は 対 応 で き な い 原 発 減 少 分 の 電  
力 を 何 で 賄 う か だ 。（中 略 ）２ ０ １ ２ 年 度 の 再 生 エ ネ 比 率 は １ ．６ ％ 、  
水 力 を 加 え て も １ ０ ％ に と ど ま る 。（ 中 略 ） 原 発 減 少 分 を 補 う に は  
ま る で 足 り な い 。（ 中 略 ） 火 力 発 電 を 新 設 す る に し て も 国 に 原 発 比  
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率 を 決 め て も ら わ な け れ ば 巨 額 投 資 に 動 き ず ら い 事 情 も あ る 」。 こ  
れ は 原 発 の 必 要 性 を 認 め る 記 事 で は な い か 。  
 読 売 新 聞 ４ 月 １ ２ 日 付 社 説 は 「 再 生 エ ネ の 拡 充 は 必 要 だ が 、（ 電  
力 供 給 力 の ） ２ 割 に 引 き 上 げ る に は 、 原 発 １ ０ 基 を フ ル 稼 働 し て 作  
る 電 力 を 、 再 生 エ ネ で 新 た に 確 保 す る 計 算 に な る 。 実 現 性 に 乏 し い  
目 標 で は な い か 」 と 主 張 。 そ の 通 り だ 。  
 脱 原 発 の 記 者 に 読 ま せ た い の は 日 本 経 済 新 聞 ４ 月 １ ２ 日 付 の 次  
の 記 事 。  
 「 も と も と ０ ３ 年 に エ ネ ル ギ ー 基 本 計 画 を 最 初 に ま と め た き っ か  
け の ひ と つ は 温 暖 化 ガ ス 削 減 へ の 対 応 だ っ た 。 前 回 １ ０ 年 の 計 画 で  
も 『 ３ ０ 年 に 原 発 と 再 生 エ ネ の 比 率 を 約 ７ ０ ％ 』 と し 、 火 力 は 基 本  
的 に 減 ら し て い く 方 向 だ っ た 。 今 回 の 計 画 は 火 力 依 存 の 副 作 用 に 目  
を つ ぶ っ た 格 好 だ 。 電 力 確 保 は 日 本 経 済 の 生 命 線 だ が 地 球 温 暖 化 対  
策 を 巡 る 世 界 と の 政 策 協 調 で は 課 題 を 残 し た 」  
 テ レ ビ は 各 局 と も 基 本 計 画 の 内 容 を 淡 々 と 伝 え て い た 。 そ の 中 で  
Ｔ Ｂ Ｓ が ４ 月 １ ２ 日 の「 報 道 特 集 」で 、原 発 の 温 排 水 を 取 り 上 げ た 。  
九 州 の 川 内 原 発 、 玄 海 原 発 の 近 く で 海 水 温 が 上 昇 し 生 態 系 が 変 わ っ  
た の が 、 原 発 停 止 で 少 し 元 に 戻 っ て き た と 伝 え た 。 玄 海 原 発 近 く の  
海 で 熱 帯 魚 が 泳 ぐ よ う に な っ た そ う だ が 、 原 発 の 温 排 水 に よ る 局 所  
現 象 で は な く 、 地 球 全 体 の 温 暖 化 に よ る 海 流 の 変 化 の せ い だ と 思 え  
る が 、 そ う い う 考 察 は な い 。 温 排 水 は 火 力 発 電 か ら も 出 る 。 地 球 を  
暖 め る こ と を 問 題 に す る な ら 、 火 力 発 電 が 排 出 す る Ｃ Ｏ ?に よ る 影  
響 の 方 が 大 き い 。 全 く 触 れ て い な い 。 原 発 に ケ チ を つ け る た め 局 所  
を 取 り 上 げ て 拡 大 す る や り 方 だ 。 こ れ で 日 本 全 体 の エ ネ ル ギ ー 問 題  
を 取 り 上 げ た こ と に さ れ て は た ま ら な い 。  
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前 略  
 朝 日 新 聞 の 木 村 伊 量 社 長 は ９ 月 １ １ 日 、 記 者 会 見 を 開 き 、 東 京 電  
力 福 島 第 一 原 発 の 政 府 事 故 調 査・検 証 委 員 会 が 作 成 し た「 吉 田 調 書 」 
に つ い て 、 ５ 月 ２ ０ 日 付 朝 刊 で 報 じ た 記 事 を 取 り 消 し ま し た 。 産 経  
新 聞 や 読 売 新 聞 、 共 同 通 信 な ど が 吉 田 調 書 を さ が し 出 し て 、 朝 日 新  
聞 の 報 道 と 照 合 し な か っ た ら 、 朝 日 新 聞 の ウ ソ は ば れ な か っ た で し  
ょ う 。 恐 ろ し い こ と で す 。 事 実 を ね じ 曲 げ 、 脱 原 発 と い う 会 社 の 方  
針 に 合 う よ う 記 事 が 捏 造 さ れ の で あ れ ば 、 新 聞 人 と し て は 自 殺 行 為  
で す 。 朝 日 新 聞 の 今 回 の 事 件 は 朝 日 新 聞 の 信 用 を 落 と し た だ け で な  
く 、 新 聞 ジ ャ ー ナ リ ズ ム 全 体 の 存 在 価 値 を 危 う く さ せ た の で は な い  
で し ょ う か 。 そ の よ う な 視 点 か ら 「 原 子 力 報 道 を 考 え る 会 」 第 ５ ８  
報 を ま と め ま し た 。 ご 参 考 に し て い た だ け れ ば 幸 い で す 。  
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 朝 日 新 聞 に は こ れ ま で 、 い く つ か の 記 事 捏 造 前 科 が あ る 。 ２ ０ ０  
５ 年 ８ 月 、 衆 院 選 報 道 に 絡 み 、 長 野 総 局 記 者 が 、 当 時 の 田 中 康 夫 ・  
長 野 県 知 事 に 直 接 取 材 し た か の よ う な メ モ を 捏 造 し 、 東 京 本 社 政 治  
部 記 者 ら に メ ー ル で 送 信 し た 。 そ れ ら を 基 に 政 治 部 の 作 成 し た 記 事  
が 全 国 版 に 掲 載 さ れ た 。  
 そ の 前 に も「 伊 藤 律・架 空 会 見 」（１ ９ ５ ０ 年 ）、「サ ン ゴ 事 件 」（１  
９ ８ ９ 年 ） な ど の 捏 造 事 件 を 起 こ し て い る 。 サ ン ゴ 事 件 は 、 沖 縄 の  
サ ン ゴ が 何 者 か に 傷 つ け ら れ た と い う 告 発 の 写 真 と 記 事 だ っ た が 、  
後 に 朝 日 新 聞 の 写 真 部 員 の 自 作 自 演 と 判 明 、 当 時 の 社 長 が 引 責 辞 任  
し た 。  
 以 上 の 捏 造 記 事 は 、 す ぐ に ウ ソ が ば れ る 虚 報 と も い え る が 、 ５ 月  
２ ０ 日 付 の 朝 日 新 聞 朝 刊 の 「 原 発 事 故 吉 田 調 書 」 報 道 は 、 新 聞 の 生  
死 が か か る と も 言 え る 深 刻 な 事 件 で あ る 。  
 朝 日 新 聞 の ９ 月 １ ２ 日 の 記 事 で 、 元 共 同 通 信 論 説 副 委 員 長 の 藤 田  
博 司 氏 が 「 公 正 さ を 欠 き 批 判 は 免 れ な い 」 と し て 、 ジ ャ ー ナ リ ズ ム  
の 基 本 原 則 で あ る 「 公 正 さ 」 を 失 っ て い る と 指 摘 。 誰 に 対 し て も 説  
明 で き る 取 材 方 法 か 、 取 材 者 に 予 見 や 偏 見 ・ 思 い 込 み は な い か 、 自  
分 の 信 念 や 問 題 意 識 に 沿 っ て 都 合 の よ い 話 を 書 い て い な い か 、 そ う  
し た 点 を す べ て 排 除 し 、 注 意 を 払 っ て 正 確 に 事 実 を 伝 え る 努 力 を し  
て き た か 。 そ れ が い ま 問 わ れ て い る 、 と 批 判 し た 。  
 「 原 発 事 故 吉 田 調 書 」 の 最 大 の 問 題 点 は 、 朝 日 新 聞 の 脱 原 発 キ ャ  
ン ペ ー ン に 沿 っ て 、「 都 合 の 良 い 部 分 だ け を 取 り 上 げ て 記 事 に し た 」 
の で は な い か 、 と の 疑 念 で あ る 。 朝 日 新 聞 の 木 村 社 長 は 記 者 会 見 で  
こ の 点 を 突 か れ 否 定 し た が 、 そ の と き の 説 明 は 十 分 で な い 。 第 三 者  
委 員 会 に 具 体 的 な 検 討 を 委 ね た い と 社 長 は 答 え た 。 自 浄 能 力 の な い  
会 社 が ど こ ま で 真 相 解 明 を や る か 、 見 守 り た い 。  
 「 都 合 の 良 い 部 分 だ け を 取 り 上 げ て 記 事 に す る 」 と い う 姿 勢 は 、  
朝 日 新 聞 を 批 判 し た 池 上 彰 さ ん の コ ラ ム 不 掲 載 問 題 、 朝 日 新 聞 の  
「 従 軍 慰 安 婦 」 大 誤 報 を 記 事 に し た 週 刊 文 春 、 週 刊 新 潮 （ と も に ９  
月 ４ 日 号 ） の 広 告 拒 否 、「 従 軍 慰 安 婦 」 問 題 特 集 に 対 す る 投 書 の 掲  
載 を 一 時 止 め た こ と に も 表 れ て い る 。  
 事 実 を ね じ 曲 げ た り 、 都 合 の 良 い 部 分 だ け を 取 り 上 げ て 記 事 に す  
る と す れ ば 、 も は や 新 聞 は い ら な い 。 む し ろ 有 害 だ 。  
 朝 日 新 聞 の 記 事 捏 造 は 「 単 な る ミ ス で は な い 。 社 内 に 蔓 延 し た 構  
造 的 な 問 題 だ と 認 識 す る 」（ ９ 月 ２ ０ 日 付 朝 日 新 聞 「 声 」 欄 ） と 読  
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者 か ら も 指 摘 さ れ る よ う に な っ た 。  
 通 常 、 政 府 や 政 党 を 批 判 す る の が 新 聞 の 立 場 だ が 、 今 回 は 、 首 相  
や 官 房 長 官 、 各 党 の 幹 部 か ら 朝 日 新 聞 の 記 事 が 批 判 さ れ た 。 新 聞 ジ  
ャ ー ナ リ ズ ム に と っ て 大 き な 恥 辱 だ 。 こ れ で は 、 恥 ず か し く て 、 胸  
を 張 っ て 政 府 批 判 な ど で き な い だ ろ う 。  
 ９ 月 １ １ 日 の 記 者 会 見 で 朝 日 新 聞 の 木 村 社 長 は 、「 読 者 の 信 頼 を  
大 き く 傷 つ け た 」 と 語 っ た が 、 傷 つ い た の は 読 者 や 東 京 電 力 だ け で  
は な い 。 朝 日 新 聞 は 日 本 を 代 表 す る 有 力 紙 で 、 そ の 記 事 は 社 会 的 に  
大 き な 影 響 が あ っ た 。 記 者 以 外 の 日 本 人 や 外 国 の 知 識 人 に も か な り  
信 用 さ れ て い た 。 そ の 人 た ち も 朝 日 新 聞 は 裏 切 っ た 。 朝 日 新 聞 だ け  
で な く 、 新 聞 全 体 の 信 用 を 下 げ た か も し れ な い 。 社 長 の 反 省 の 言 葉  
は 言 い 訳 ば か り で 、心 か ら の 謝 罪 は 感 じ ら れ な か っ た 。こ れ か ら は 、  
朝 日 新 聞 が 特 ダ ネ を 書 い て も 、 人 は 信 用 し な い だ ろ う 。「 朝 日 新 聞  
の 時 代 」 は 終 わ っ た 。  
 言 論 の 自 由 と は デ タ ラ メ を 書 く こ と で は な い 。  
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前 略  
 九 州 電 力 川 内 原 子 力 発 電 所 １ 号 機 が 再 稼 働 し ま し た 。 こ の ニ ュ ー  
ス を 伝 え る メ デ ィ ア の 報 道 は 賛 成 と 反 対 に ２ 分 さ れ ま し た 。「 原 発  
停 止 中 も 停 電 せ ず 」「猛 暑 で も 電 力 余 裕 」「揺 ら ぐ 原 発 必 要 論 」な ど 、  
脱 原 発 を 主 張 す る 新 聞 に は 批 判 的 記 事 が 並 び ま し た 。 批 判 だ け で な  
く 、世 論 を 脱 原 発 へ 誘 導 し て い る よ う に 見 え ま す 。脱 原 発 が「 正 義 」 
で 、 原 発 は 「 悪 」 と で も 言 わ ん ば か り で す 。 や た ら に 叩 い て 元 も 子  
も な く し て し ま う こ と が 報 道 の 使 命 だ と は 思 い ま せ ん 。 物 事 に は 必  
ず メ リ ッ ト と デ メ リ ッ ト が あ り ま す 。 今 後 も 一 定 の 割 合 の 電 力 を 原  
子 力 に 頼 る の か 、 あ る い は 脱 原 発 を 目 指 す の か を 決 め る の は メ デ ィ  
ア の 役 割 で は あ り ま せ ん 。 よ り よ い 判 断 が で き る よ う 正 確 で 偏 ら な  
い 多 様 な 情 報 を 提 供 す る の が メ デ ィ ア の 役 割 だ と 考 え ま す 。  
 平 成 ９ 年 １ ０ 月 に 「 原 子 力 報 道 を 考 え る 会 」 を 結 成 し 、 １ ８ 年 間  
に わ た り 原 子 力 報 道 で 気 に な っ た こ と を お 知 ら せ し て き ま し た 。 川  
内 原 子 力 発 電 の 再 稼 働 で 、 約 ２ 年 続 い た 原 発 ゼ ロ に 終 止 符 が 打 た れ  
た の を 機 会 に 、 私 た ち は こ の 会 を 休 止 す る こ と に し ま し た 。  
 長 い 間 、 ご 愛 読 と ご 支 持 を い た だ き あ り が と う ご さ い ま し た 。  
                            草 々  
 
 

平 成 ２ ７ 年 ９ 月 ２ ５ 日  
  
            原 子 力 報 道 を 考 え る 会  
             中 村 政 雄  元 読 売 新 聞 論 説 委 員  
             尾 崎 正 直  元 朝 日 新 聞 科 学 部 長  
             石 川 迪 夫  元 北 海 道 大 学 工 学 部 教 授  
             阿 部 道 子  元 放 射 線 医 学 総 合 研 究 所  
                  養 成 訓 練 部 長  
             村 上  浩  元 共 同 通 信 論 説 委 員  
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 「 リ ス ク 抱 え 原 発 回 帰 」  
 こ れ は 川 内 原 子 力 発 電 再 稼 働 を 伝 え る ８ 月 １ ２ 日 付 朝 日 新 聞 朝  
刊 一 面 ト ッ プ の 見 出 し で あ る 。 脱 原 発 を 主 張 す る 毎 日 新 聞 、 東 京 新  
聞 、 南 日 本 新 聞 の 各 紙 も ほ ぼ こ の 見 出 し に 沿 っ た 紙 面 だ っ た 。 リ ス  
ク が あ る か ら 気 を 付 け て 運 転 し ま し ょ う 、 と い っ た 暖 か い 激 励 で は  
な い 。 毎 日 新 聞 同 日 付 社 説 「 原 発 依 存 社 会 に 戻 す な 」 も 原 発 否 定 だ  
っ た 。  
 原 発 に リ ス ク が 伴 う こ と は 確 か だ が 、原 発 ゼ ロ に も リ ス ク が あ る 。 
脱 原 発 各 紙 に 決 定 的 に 欠 け て い た の は 地 球 温 暖 化 対 策 の 視 点 だ 。 原  
発 停 止 で 増 え た Ｃ Ｏ ?の 排 出 で 温 暖 化 が 加 速 さ れ て い る 。 こ れ は 全  
人 類 を 滅 ぼ し か ね な い リ ス ク だ 。  
 世 界 気 象 機 関 （ Ｗ Ｍ Ｏ ） は 「 ２ ０ ０ １ 年 か ら の １ ０ 年 間 で 地 球 表  
面 の 平 均 気 温 が 観 測 史 上 最 高 と な り 、 暴 風 雨 な ど 異 常 気 象 の 頻 発 に  
つ な が っ た 」 と す る 報 告 書 を 発 表 し て い る 。 こ の 報 告 書 に よ る と 、  
こ の １ ０ 年 間 に 洪 水 な ど 異 常 気 象 が 原 因 で 死 亡 し た 人 は ３ ７ 万 人  
を 超 え た 。  
 日 本 で は 原 発 が 止 ま り 火 力 発 電 に 置 き 換 わ っ た こ と で 、 発 電 事 業  
が １ 年 間 に 排 出 す る Ｃ Ｏ ?は ３ ． ２ 億 ト ン か ら ４ ． ２ 億 ト ン へ と 約  
１ 億 ト ン 、 率 に し て ２ ０ ％ 増 え た 。 世 界 全 体 の 温 室 効 果 ガ ス を ２ ０  
５ ０ 年 ま で に ２ ０ １ ０ 年 比 で ６ ０ ％ 削 減 し よ う と い う 世 界 潮 流 の  
中 で 、 こ れ は 自 然 災 害 を 増 や す 犯 罪 行 為 で あ る と い う 倫 理 観 を 新 聞  
は 持 つ べ き だ が 、 全 く 感 じ ら れ な い 。 今 の グ ロ ー バ ル 時 代 に 全 人 類  
的 視 野 を 欠 く の は 、 新 聞 と し て 欠 陥 商 品 で は な い か 。  
 脱 原 発 を 主 張 す る 新 聞 は 、 脱 原 発 と い う 会 社 の 方 針 に 合 わ せ た 主  
観 的 記 事 が 目 立 っ た 。  
 朝 日 新 聞 は 「 原 発 事 故 吉 田 調 書 」 誤 報 報 道 で 、 深 く 反 省 し た 筈 だ  
っ た 。 こ の 報 道 の 最 大 の 問 題 点 は 、 朝 日 新 聞 の 脱 原 発 キ ャ ン ペ ー ン  
に 沿 っ て 、「 都 合 の 良 い 部 分 だ け を 取 り 上 げ て 記 事 に す る 」 と い う  
姿 勢 だ っ た 。 元 共 同 通 信 論 説 副 委 員 長 の 藤 田 博 司 氏 は 「 ジ ャ ー ナ リ  
ズ ム の 基 本 原 則 で あ る 『 公 正 さ 』 を 失 っ て い る 」 と 朝 日 新 聞 紙 上 で  
指 摘 。「 自 分 の 信 念 や 問 題 意 識 に 沿 っ て 都 合 の 良 い 話 を 書 い て い な  
い か 、 そ う し た 点 を 全 て 排 除 し 、 注 意 を 払 っ て 正 確 に 事 実 を 伝 え る  
努 力 を し て き た か 。 そ れ が い ま 問 わ れ て い る 」 と 批 判 し た 。 当 時 の  
木 村 朝 日 新 聞 社 長 は 責 任 を と っ て 辞 任 し た 。  
 「 都 合 の 良 い 部 分 だ け を 取 り 上 げ て 記 事 に す る 」 と い う 姿 勢 が あ  
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る 限 り 、 新 聞 は 信 用 さ れ な い 。  
 ８ 月 １ ２ 日 付 読 売 新 聞 朝 刊 に 、 ２ １ 世 紀 政 策 研 究 所 研 究 主 幹 の 澤  
昭 裕 氏 が 「 今 日 の 電 力 供 給 で 最 大 の 問 題 点 は 脆 弱 性 だ 」 と 書 い て い  
た 。 そ の こ と を 多 く の 人 に よ く 理 解 し て も ら う た め に も 、 原 発 が あ  
る メ リ ッ ト と な い メ リ ッ ト を 公 平 に 示 す 必 要 が あ る 。  
 大 沼 保 昭 ・ 明 治 大 学 特 任 教 授 は 「 中 央 公 論 」 ５ 月 号 に 次 の よ う に  
書 い て い る 。  
 「 日 本 の メ デ ィ ア に は 、『 社 会 の 木 鐸 』 と い う 素 晴 ら し い 志 が あ  
っ た は ず で す 。 し か し 、 多 く の ジ ャ ー ナ リ ス ト は 国 家 権 力 、 政 府 の  
批 判 を 金 科 玉 条 と し 、 自 ら の 言 論 や 報 道 の 巨 大 な 影 響 力 、 つ ま り 権  
力 性 に 無 頓 着 で す 。 政 府 批 判 だ け が 木 鐸 の 役 割 で は あ り ま せ ん 。 メ  
デ ィ ア 自 身 や 巨 大 企 業 、 Ｎ Ｇ Ｏ な ど が 果 た す 多 様 な 公 共 的 役 割 と 、  
逆 に そ れ ら が 有 す る 権 力 性 へ の 目 配 り が 求 め ら れ る は ず で す 」  
 原 発 は 再 稼 働 の あ と も 再 処 理 、 プ ル ト ニ ウ ム 利 用 、 廃 棄 物 処 分 、  
テ ロ 対 策 な ど ま だ 多 く の 難 題 を 抱 え て い る が 、 日 本 だ け で な く 、 世  
界 の 平 和 と 繁 栄 に 欠 か せ な い 重 要 な エ ネ ル ギ ー 源 で あ る 。  
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